
／7産卵偉力検定魂の鐘涛・歯凄（37年二鶏）  
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Ⅰ．はじ祝＝こ  

藍紬能力熟定が孝養特に麓髄彼の向上に諷試した＝とは寮をもたはいも   

のであ甚が現在の浸細匙力検定の淡究は護漫としての価値判動というより   

英田鶏の検定とみられるべき横面が牒く漫泉露営の上から叡ると棄lこ喪潅   

催、葡劉の刹開催、整一鹿などの残された問題がありカ＼カ＼る点を東研し、   

感奮上如絢なる影響をもつものであるか左京すこと】ま葵喪を感営するもの   

改もとよつ、繁殖寮にとっても重要汲ヱヒと着えちれる。  

経済検定については米国においてはすでに広範囲にわたって英施されて   

おりその一方式であるランダム．サンプリングテスト方式にっいてはわが   

国でも喬々論鼓され宮城鉄建畜場、千葉県募金雇畜債、山梨県住看尭畜帝   

同山葛篭笥試験場、新潟県凝潟虜などにおいてはすでに突崩されており民   

閻においても北日本淳尭研究余において要塞きれておる現泥である。  

峯岸に£いては3タ年産渇より在来の邑帥能力検定泉についてモの遅滞議   

登を押せ行つくきたので‘ぁるが、現状の葦関東力検定鶏を対隕として靂落   

詞査を賄うヱとは、建鶏としての価値判断か、採卵鶏としての葡楢判断か、   

育成蒸．出品鶏の選定はどlこ多くの開票点があ苛ものであるが葛湯ヒして   

は将来のランダムサンプリングテスト方式による蚤清検定契海の筈料ヒし   

て突漉した。ニュにその具体的瓜方法と希単年甘である37年長の成頑を簡   

単に選べて大方の部批剤を頗いたし＼。   

Ⅱ．調査（検定）の市立  

／、類義村政魚 現状の産卵鮭力横塗馬を対焚としたので検定癌の選定、  

搬入駄どすぺて後兼題りであり、民間か6の検定恍品規、白色レグホー  

ン務′∫詳／∫∂羽横耗プリマスロツタ〟」詳妻♂凋、ロードアイヲ：ノドレッ  

ド逓／群′ク刻計え〃群よ♂∂羽である。   

よ、発会 は徒東通り′♂凋／穿とする平飼い為含で／群室内／√坪、凄致傷  

タ坪のものを硬閣した。  

∂、調査期間 J？耳／／月ノ日カ、ぢ3牒年／0月ノ∂日までの脱日間。  

攻、調香鶏の諦膚 鹿茸検定属来かぢ茸えぼ初生放で東金して育成車重を   

すべをであるがモのよろな三とが出来ないので育成凄にっいては諸般の  

－′り才一   



状況よリー応開始時までの育成黄として問櫨時の汰重／火ク掌リJ♂♂円と   

特価し鍵代′御／卯円として評宿しrこ．  

J．飼静給与方法、琶理  

給与した錮耕法茨／の通ぃで∴基礎談合甘食常連の東京特写を横網しそ   

の価絶は零礪邑鮭由して、一服聴溺豪が闇入する腐着とし、とうもろヱし、  

Jト東嶺濁生産のもの邑同い．モの庵治は、政府払下島忠葛哲著が】替入する   

僧名とし．魚給、生米機ば市取のものを宵い、モの購入価格1こより樹斜録を   

書出した．  

喪 ／  給与飼料の配合都合  

着 色  
基礎乾台    とうもちヱし  小   雪  生 米壌  魚 篭   執   d p  T t〉．N   

月顔料   ∫JL   ／∫   ′∫   ∫   ／β   ／♂∂   ／ス⊇   ∠♂ぶ   

苫 ■   ∫J   ノ∫   ／∫   ∫   ノ乞⊇   ′♂ク   ノ宍よ   占＆よ   

基礎配合の内訳  

島  名  ≧H ■．三  糟襟舞  塩物絶類  滋．i仇  科学飼料   執   
割 合   ナ身   J♂   ∫  ム．合掌∫  a／∫Jし  ／♂∂  

A飼料はjタ年／／月ノ8からjク年／三好ノ∫日と3訝年＃日／往かぢ3ぎ窪／♂月／洛甘まで   

熟与した∴   

8飼斜はJク革んl珂ノ占甘よリ3昔年∂月j／日まで恵与した．   

熟思再転は不戦給与とし、／8／回（牛島）赴償嚢陶で無餌とした．   

礪振蔓性届摘果時行った．水及びカキガ■ヲ1ま不断給与ヒし標額ば午前／回′胡   

ノニ8、形♂起床給与した。   

個料の価超  

月飼料 ／パタ当 J3月よタ表∂磨  

か如料 ／欠き当 J3月7／雪よ匿   

糠鰯lこついて比、名姥l二お1ナ盲塗藍琶実は入手栃格lこ藍があるので個料   

▼から除外した。尚カギがラも除外、した。  

∂、生産側の評価 生澄叩は食如として諌臆した．その取魚価柊lま地区に   

上り塞がある創牒牒上島方の甘女鹿届新噸閲牒牒中値の平均筋煮立算出   

レ単顔とし売上高左算虻した．   

左£／個J∂タ玖下や陶ほ塾頭舘欺不意畠と艶め生象印か公除外した・   

＊外聞は群単位の阜象卵として竣い様馴こついては飼料琶毯の失ぎによか生   

じたものは生産ぢ冒ヒしてあつかい粗相疎め減病l二：より生じたものは除外した．  

－／J牛－   



押⑦倭超（甘木軽清新闇、簡素即や埴平均′パき皇J  

扇由  ／ノ   ／崇  ／   田  J  ク  ∫  占  ク  含  P  ／♂   
卵価   円 式／夢．ク＃  J吋  凱沼診  瑚尋  郎♂  ／糾  ／7各‡／  嘩  ／符〝  J卿  ⊇J抑  ・′、′  

t詮）ノク用法／甘か5／占甘までの堵周である．   

グ、調違終了洩、中止蔑の評価  

本初董のよらな校来の穀定】こ寒帯鞠査をおり込むよう良禽法において〉i中   

止超はともかく終了鵡を食蔑として静慮するヱとば適塾た＝ととは鼻えゞれな   

い加収真のバランスを簡便lてみるたのに倭鴇として函庸造準を安めてモ   

の時期lこ分ける商況1こ望てはめた価格で辱槽した．男死瑛lよ今朝翠掬した∴．  

終了潟、中止鶏の弊侮基準  

の  差  撞   感  ■考  

丸  台丸の′√％竜とする   親閲葎でノ狩りÅタ以上  

喧しグで／∫尺ダ以上のし¢   甘麓軒河、両国、千住、帝場の親権の辛抱超揚の  
色丸   

ミ戎琶及び粉堂後背とする．  

色丸  白丸のよ♂％安とする   鵬′㌻昭～ノブ〝錘竺」   

下丸  烏丸の如％啓とする   條車／J尺g以下  

∂l漁隻、教案 線素は全音皇孫取し襲壊し限：軋鹿沼lこよU添隠すべきで  

寄るが尿糞のための額差、毎日の乾原、秤量の点などから正蔑が顔せられ良  

し＼点と定年栗東近郊Iこおいて】ま覇壌恕裟聞琶とかぅんで乾環顕売よりもモ  

の英一藻に害しんでいる地域もあるので除外した。  

敷黍1こついても喝入を計上し愚策硬膏後姓肥として無慮すべきてあ貢  

が＝れも親米ヒ牒じく除外した．   

9．諸経費 寄塩虫駆除息ど一律に宿うものを計上し、出入□の連込堵璃芝  

桑などは隆外した．   

ノク・その他 以上の他lこ臆袈償却常、金利、公剋公課、賃金恵ど左加笥す  

る＝とが洩空であるが癌覇の原始化をきけるた射こ漁舟した．  

／ノ、寓複官琶 その他の一眼毎轟竜頭は皇瑠の澱琳によU契流した∴   

Ⅲ、鞠査成増並に考察  

前転の方法lこより掬重した泉累モの放棄の枚況は次の茨ノより羨クの頭   

りであり、その月別の威穣lまモの都嘩尭零しているので省略するがモの主   

た事項について砿べる。  

－ノ建‾－   



泉／■ ；経 洛．換 恵．群・・糾．紫 合：成 ま  

親  漫  紳  
爾  

終了寓立上鶏諌僑   収  入  

番   
署  類  ケ   髄   才   銭   銭   
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3    ま∫∂0  ユ、ぎ33  ／3チ？ク即，ユ8．ク卵／〃   い4如♂  ユ占ク弓クク  3久ケg2き4   
仕    ミュク¢  2．ク¢3  ノ4玖クコ5二0  3（）ヌ¢乍／〃  ′ク♂・♂0  ユタクネユぎ  3ユタ〃名∋9   

5■  ★  ま占‾∂∂  ユ、舶ク  ／∂孝．ヨ5クg  33．／g季2♂  ．コム♂ぎク  ま4∫ク4∂  3ム∂42．占∂   
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ノ念    34占ユ  ス3タ0  ／5／く占43∫  コ4／j？宕3  2′、蜘  4．∂クざ∂g  3q／∂3クノ   

／8    3．0クコ  ネ／タグ  ／jク♂タ∂、f  2与gク／5ユ  ′金柑ク  ミ33．2ノ3  ユタ～∂∋き∫   

／ク    王0好  2ク♂ヨ  ノ′写33止、♂  ユ4ノヨケ占ゆ  2¢占5ワ  3、∂03ク／  jクク＆♂クゴ   

封  ロック  ノウク8／  亨ク碑  ざ／（ヱ2．2ぎ  ′∂3j∫邑♂5  きクク全♂  ′享き／ヱ．97  ／感グク′∂ユ   
ユ∂  ロード  2∂コ∂  ／タ古∂  ／♂g．／∂Sさ  ヱノ．93与／ク  ユ踵2菖  3、占ク貫g／  ユ5全4′♂0   

合  
占卑〃ノク  4グケ♂〃  2∠きqクク容  ぷ女圃今  3女2＃ヨ／  よケ′ざ写グき  よ9卑4∂仰  

計  

－／ユ‘－   



飼  劉  潤 鴇 環 背  埼   洩  支  出 引   

摂顆塁   体  重  左の金額  華 ＃  総 合  袈 羞撫他刹温）  
多   金   才   銭   銭  銭  銭   

ヨ〃♂、占紆  ／β旨∠タ′   ／ノZ9クク   ＆3ク♂ク♂   ．2ノス〃¢  ′7クきユ≠／ ギよ平倉ク   

3昌子ク♂ユ   ノユノざg、／g   ／¢〟クク   ∂、きヱ4ク∂  ＿Z〃．∂∂   ノ％∂ネ′8 β占∠頸♂   
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′コ．g／チ83  j2ノ♂♂   乍∂3‘！β∂   ユ（く〃β  つqヰク号音3喜  参クエqぎ2   
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義之  澄渡榛東群別踪合成象（泡利益瞑位’）  

11■ま  凌  ；旺  収  終中等  入、  

＋十＋十   

典  
旧  胡  

三頒  
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了；止宿  

萱缶  類    ∃数  ’▼－′‾■】 
領一‾■】 
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ク  ．3  ま奮∂ク  j．5ヲ3  ／■言争タグよ♂  餌鍾／“   ヱ．∂ク壬ク♂  

き  9  ま5「クク  J、彪ク   ／＃ユ〃タグ∫】ヱ乳ク／q37  ま′∂々3ヨ3ノβ′〃ク♂  
】  
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占   
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／′  ／3  ．三♂ヨ〃  ユ〃ク3   ノ3コ、ク占ヱク   ユ占、ク3∂．〃き   ヱココ？フ〟  J吸／5Pクコ   

′⊇  ／∂  ロック  まノ仇？  ．フ、／∫．〃  ′34ノ〟注£   ユク、♂ク／、∠占  ！々、吉ク′．ヱ卓  3′，占占ユ、ク／   

β  ノク  畠レブ  ∂、♂ノ2  j、／揮  ノヱ〃．占ク′∫   

9  ′写（    三言わβ   ユよき3  ／gク5V∂．ク   

ヱ7∫拍∂∂  ユ〃♂クク9  童ユ榊∃  

′タ  ／ク  ⊂」トソク  よ〟J2  一之3夕∂  ソ3′、∂友三∫   Jムノ古ク、き3  止．ク♂∫ぎg  jβノ∂まク／   

′4  ノ∫  3、3∠‘  ユ′クク   

／ヱク、g／3．ク  璽ユ〃．♂9∠、ヱ∫  ノクク／ノク  コ全き∠ク∫ヱ  
ノメ  ／g  ヱク久2  jノクク  ノなグクタ∂．タ   ヱよ合ク′∫ヱ  ま332／3   ユ鼠ヱク含占∫ 

／ク  ヱ  自レブ  ヱ．クスク  ヱ′∫多  ノ22、9ケよ∂   ヱ率、牙〃ク9′  lつ、gヱ“7  ljク、∂占ク・∫g   

／チ  ユク  ロード  ユ盆2g  ∴一）∫√   ／ク冨ノク已r   2／、ク3∫ノダ   ま∂♂うβ′  jSこ5‾〃′ク♂  

ノき  ／タ  ロック  ま∂5首  ユククさ   ／／乱33＃ク   

ユ〃ノ3ク㍑峰  ヱ占∂まク′  】⊃クク〃♂．ク∫ l                   n   
ヱク  ′′  合しゲ  ユ／2き  ′4タグ   クエヨ3丘g   ′〟．9ヨ令旨ク   ′、ク／ククワ  し占．∫∫ク．ぎ牟  

平均  ヱノア／  ユク・∂占ヱゼヱ  ⊃．曾5一クク〃  ユク．ク2ク3∫   

ー／ユター   
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益  
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ヰ3ユ．3β3   ／寧・〃タク、言ヱ   ク∂〟与クク   3a♂ク   ユ′．タコ5▼ヨユ  多 女44．∂／？     一致 ノごタ．き∠よ〃ク     餞 トクコ々0．0♂   儀一   儀 3♂」♂∂jコえノ3ま〟ク  儀  
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《∂ユ・33チ  l ／3．4〃牙ノヨ  ∂．⊇ヱ∫♂∂   ヨq♂0   ノダβ♂j．／j  ／ユク∠まク2！  
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貢クう・ク♂∫   ／ユ倉∫∠．∂£   ≦、9ヨミク♂   3α〃♂   ／き．∫コ′、∠ざ！ ／／▲“ク〃、g♂  

∋占ム〟ま2   ／エコ劇暑ノg   よg∂a♂∂   3¢ク0   ／旨、♂クB、／g  

ヨク久4クう   ／きこ老衰奴夕占、   ∂ノクエ〃ク  コ〃．ク♂   
／冨∫ぎ′∫∠  

〃ク3．ユ仏㌻   ／ま4ク令ヱ′   g、∽♂、♂♂  コク．クロ   ユユ・クク∠・ヱ／  l ゲ．占∫∂．クβ  

3∫二L33ゲ   ／ノ、クク女∫タ   占、ヱ8亡J、♂∂  ブタ．♂♂   ／旨．∂グ常吉f   現∫女ヱ．久之乙1   

うユーα・・＃ク3   ／♂、き叔ょきタ   よ友ク研   jクβ∂   ′∂、342・缶   研“伊㌢   

3タきノ〃∋   

3g3．3き含   ／ま∋♂′，′∂  ク．々き戊∂∂  3〃．♂ク   
ユqき／′ノ∂   

ヱ♂．タク三宮3   急・ク粛二8利   

9・3吉ユ5よ  

3メ3．ククユ   ノコ．／．タ8、／g   占、gj4♂ク  ニトタ．β♂   ′ク、♂♂ユ．／き   含．J占古〃♂   

∋ざク．／クク   ／ノ．9ヨケタラ   ク・43お〃  コケ♂ク   ／ク、39ク．グ3   g、3々♂．きコ   
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コ言∠．♂gや   ′ヱ．ヨg¢クエ   

ク、ク♂／、2∫   碑紳  ′2、β♂   

占占ユ釦♂  ユメタ♂   ／9．ク′′〃ヱ   

′3・3クガス身 

3、′古やぎマ   
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羨 3  収 卓象 ヒ 影 響 レ メ三 条 件  

／ケ  ユ  自レグ  g占  ケ∂  j   ノ   ユ／与占   ユ刺押  ケ仰  ∫クク  2．¢5∂  33．旨／  ＃8、9〃   

′含  ／ク  ロック  宮ク  占∂  き   ′   プク¢3  ユかゎ  占与占  ∫¢／   ま∂／g  33、ノ4  4¢〃占   

／9  jク  ロー捏  g／  】－∂∂  j  ＿2   ／9∫二∂  ヱ4／ざ  〆貧ク  由．4  ．ま∂劇  jヱク宰  5‾玖3ヨ   
20  ／／  畠しク  占／   3く〉   々   3   ノ女与今  ヱJk4′  ∂堅占  4攻占  ヱコふ年  3∠〉、∠々  ∫ま2．《   

】  ク／  g／ ‖  一悠■  ユさ  ヱ39j  ユ占屈ク  ク与／  ∫∠、ク  ユク古今 n  jふ、2g  女£畠ク   

ー／？クー   



調  査 笥 の  普  伺  到  慮  

一 ．秩  相中  終平  伺認許  

8  
頂  給  

均   
均 了  

益  

体  
体   時の   

羽  音   曙婁   書   額＼ノ 独   時 の 星   華  考  

／27♂ク  コ．ク飴  ネ封建   ヱ、∠2   3．倉／令ケ4   ケ邑∫∠   ＝ 塗  

／23．∫3  ヱ，∂／£  ノー／〆   ヨク／   j・土合ク5凄   クク′ヱ3   検軍餌8真書 】  

／ク与〃′  ／、∂♂g   ′ぎ搾   乏β富   エラ9ゴア∫   gユノク  糸産印厳 
， 複免園墟胡散ニ産押竃抑〕 】  

／／Åヱ∠  ′クエざ  ／．すぎク   妻．♂9   3・3gコアタ   クヨ＃9  

′ノ割  ぺクガ   ま4タ  〟、／ク≦、′¢   
戯驚x頼加数 

】  

／♂∠、∂J  ノJ7ク♂  ノ、ぎ女3   ま3ノ7   4フ∫ノノク   ク♂．∠ユ  ニー／き．卵牒消波‖㌢  

／β±ク′  ′∂．ip  ／メ〃ク   ユ∠訂   串ゴJ・3♂   dウ、ぎ／   

／／′．チ∂  ／ク∠ク  ノβク♂   〃、舛   3ノクま∠ク   宴若輩攣＝錮誓凍率  

／♂？34  ん寂び  ′、幼   3、ゴ〟   ヱ∫3年ヱ／   ∂／、クぎ   
璃糊牽  

／ク旨クゼ  ′d♂♂  ／き∂ヨ   〟．ヱヨ   3ゴ／4き4   ∂ス冨女   

／エコ／／  ノ、クエJ  ／、クきノ   吉、¢   まダ4£ク∂  ㌻∂、クヨ   飼料費  
累卵代金 二郎転化  

／ユ占．33  スタ♂♂  ユタク占   ∫占∂   ユタjきクぎ   4j十きざ   

ノノJ、今昔  ／ク∠ク  ／、牙♂∂  〃．ぎク  ヱク3コ、／〃   ・㌻ヱクg   

露語＝摘車 
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′ユ《倉ク  フ．ユ／♂  コ、3ノき   4、倉Z   毎クケ宮ケ   女ユタ4   
開始帝評属領〔育成策）  

を強堅困惑壌の利益で  
／ヱ〃〃3  ′％♂  ユ．♂♂ク  5こヨ∂   ヱ、9分与33   女∫ムク   

錬如した頼寛間庵扱の  
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ノノム∂／  ／、含ク∫  ノ．ク∂グ   45二2   3ク∠占5∂  ∫ケ3雷   
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／合一2 円、ぎ○儲  

ト
に
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3占   

ノ7   
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領 剰 の 刹 可 搬  鞠  養 親の 添   
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弟帝劇（検定堵邑者到）の成損は表／、羨ユ、表Jの荒す濁りで、品硬  

別の成額は表《．3∫年残、∂‘守渇ヒの比較lま表∫、占に系レ、紫死掲の病婿  

披表クの滴りであ葛．  

収益に嘗響した茶件は車座敗、産卵故、飼料の利得鹿、津養親の評価、鶴  

野 食鶏の市況が主なものと考えぢれるが鶏卵食鶏の市況は刑としてその  
他のものについて述べる。  

／、粛■健姓  

／詳／∂射の小箱敦の群についてのその常夜胡散、中止調教をもって謡   

健他を諭㌻るヱと吐出苅ないが特殊な渇冴を像いては生存率の高いもの   

が剣法原板の上色にある。  

乾死溺吐これを鹿田別にみると表Jの遥りであり、／群中た同薄の疾   

病によるものがよ羽蚊上の醒も房ること杖種潟改長上官毒すべ邑ことと   

思われる。  

よ，医師塵  

糸産卵個数吐象卵牢と生存率に支配され、総監卵重畳は魚卵率と即乳   

生跨率に支配される、産卵個数並に東関雲量の多寡は毅も受賞な葵祭で   

あることは薫うまでも良い。飽和益疾患∂位まで汝産卵里量、鼓Ⅷ個数   

の多い頂＝こ／．よ、J金となっており臥下、飼料の刺同姓、照姓時、革了時   

の辞儀、鶏連などにエリ、多少頻＆に友化は万石が大体藍肘受原敬と親   

和法晴位の額面1ま一致してい毒．   

平瀬紺窒の堅い＝と協同→産卵牒順の募金、産卵重量が多くなるヱと   

は索然のことであが誓ましいことであるが、卵里と塵取個数とヒヒま責の   

劇筒邪あるので常に産卵指数とのふり呑において考えるべ竺コとである  

、・∵ －、、  

∂、飼料の剥博一粗  

飼料囁扇置の多寡は延飼義忍赦、産卵量、体重、歯科の消化、吸収率   

によって差異を生ずるがそめ刹喝趣を飼料効率でみると果∂、の適りで   

あり、上ぬ／♂鶏群申飼料効率J占以下のものは互く、ノ′億∴以下の鶏群   

でJム玖上のものは／鶏群あるのみで飼料執筆がよいものが常数な群を   

除いて収益頃組もよい傾向にある。尚、体翌の整い燭群はやや飼料執事   

が低い傾向にある。  

《、帯地時評頗額（育成策）の償却員数  

開始時津奄袈を萬室蘭娼後の粗利益により羨引き機知の出来た闇娘月、   

よりの指数を、開始時単価額の席対円乳と■した。貴も償却の早かった燕群は  

「／叫－   



⊇、g∫ケ月であり詔も頓補間を資した鶏課はク、∫ブナ月であった．  

尚、嵐垂の安い規群が償細珂間が比救前菜い傾向にあることは飼料費   

求率とも常備がある去ヾ、閲始時評席（育成賛粛塞として体重′火夕塾リ   

Jクβ円馳代／砺′♂♂用）につし＼て換討す石地要があ葛．  

J．利慈単について  

投下資本に対する利益の割合を求め葛ため収入金額から支出金額監引   

いた収支差萌を女史金額で険した数字を利益率と名づけてみた。鞍部の   

利益率は表3の適りで帝轟放ぎ考鞠群のβよノダ男 に対し帝延性／／￥潟   

辞のよ3．∫矛％と常春署偲の中は嶺当汰い。  

惑溺痕琶においてはその生産・の基ヒなるものは飽であり、この窺の塗   

蓬股の計苔が利益率を左右する痘帝政俣は常†二利益率の向上に商ってな   

きれなければなぢない．利益率の向上には暴落鹿靡全俄に亘っての毯代   

鯛査を行うぬ辛があり、一散頗開巻渇濠】て霊いても謎の導入には常に樋   

雪怠考慮左払わなければなら放し＼＝ヒ左始末してい葛ものと黒∋J  

ム．岩津別ヒついて  

童哀別については白色しグホーン雇ノ∫群、壌班プリマスロツク淫享群   

ロードアイラゝ′ド、レ、ソト硬／群であるから比較する＝とは滴当やほはい   

が参老まてに界寸と泰阜の遜りである。．  

白色しグ嘉一シ霞ヒ比姦して帝政プリマスロツク療法童顔指数、留料   

の刹同塵．∴乳養親の諌牒の各項目】＝つし＼てガリ、平均関空においての説   

優れている．救下資本ヒ対す石和益辛は台色しブ京一ンの∠∫、よ％にね   

してダ3．∂男である．  

ロードアイヲニ．ドレッド孝ヒついては、索硬准、萱師指数ご 飼料の剤   

閑厳．葛巻兎の諒膚の各項甘lこついて、白色しグ太一ン淳、頗冤プリマ   

スロツク摩より劣り、利益率はJよ劣である．  

ク．Jヶ年の威華比較  

J∫牢、j占年．J7年の3ヶ年の戒溺左比鼓す石tこ、弘彦率は7／芳へJ   

9J％でjケ年の簡ヒ大麦は点く、残尊率はJ∫尊ブ∂穿で最も好り、Jd年   

∂ク年はg／％で大貴を詠め良い．特に木津擾櫨紫苑薙がかいヱとはよろ   

こばしい＝とであ葛が、鼻筋牡．歯科の利巧准について比j占諷が最もよ   

く．次いでJ∫年疑で本年療が野も舘岩＝とは永年駐の気象東洋にもー因   

叔あるが検定轟の軍資の改敢、転科管理Iこついて留患す石払葵がある。   

調査窺の評価（育成受）に対する畢細8敬、投下資本に射す葛刊鼓率ヒ   

つし＼ては本年寒が苛もよく、償却日数女、以ケ月刊益率∫久《％であるがヱ  

・．÷∫＿   



れ瞳摂∠の荒す遅り本年度の卵衝、終了時の食沸としての狩横の市沢に  

おらヱとが大きい○   

Ⅳ．ぁと加き  

玖上坐憑における産卵能力検童現の紅海飼養の珠光につし＼て述べたが、   

もとよりかカ＼董小額数の戚策をもって魯群の泉否を萄ず写＝とは渋茶ない   

襖萄経営もモの立地察件lこぉじた、飼養形態、方法ヒよって行われるもの   

であって、＝の成績を全面的にヌモのままの形でみてはあることは園艶で   

お扇が、輸尊かの参考になれば琶と思う．  

薗、木調象と獲泉改骸との熟びつきにつし＼て吐合級の重要研束諌帯であ   

って、環状のようなノ】＼有数の戒凝象もって改良左凄めることは遠た国華梶   

きれるところであるが一系親の代表的臆現象父親とす・甚仔雌を出品して検   

定五行うヱととより、その父親の系義博播植をある家産添細し得るものと   

思考され、同一系親の曽家検定の戒済と比餃検討するごとlこより更lこ正確   

な茶蔵均鹿瞳判定た簸立っものと思う．  

鴇竜方法に不蒔定の多い本調査で吐あ葛が．今後恕東夷臆す看ヱとによ   

り更ヒ正准な轟莱を得て婿来のランダム．サンプリングテストの資料とい   

たしたい一  

「／J‘一   


